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米粉パン製造技術の確立�
1. はじめに�
　米の消費量は年々減少しており、現在一人当たり年間

約61kgとなっています。米は炊飯して米飯として利用

するのが一般的ですが、食生活の多様化に伴ない粒食と

しての国内での消費は難しい状況にあります。そのため、

米の需要拡大として米粉による用途の多様化が検討され

ています。その一例としてパン類、めん類などがあり、

特に最近ではパンに活用する試みが盛んに行われていま

す。県内においてもパン加工業者や米穀取扱業者等から

米粉パン製造のニーズが寄せられていますが、パン専用

に加工していない米粉は副材料とのなじみが悪く、パン

が膨らみにくいという問題点があります。そこで本研究

では、副材料の添加と製造工程が米粉パンの体積に及ぼ

す影響について検討し、製造工程の管理ポイントが少な

いストレート法をベースに米粉パンの製造技術を確立し

たので紹介します。�
�
2. 米粉パン製造技術�
　1) 小麦タンパクの添加�
　小麦タンパクの一種で、パンの基本骨格となるグルテ

ンとパンの体積増加により効果が期待できるグリアジン

を添加し米粉パンの体積を測定しました。その結果、グ

ルテン添加量とパンの体積の間に正の相関が認められ、

グリアジンはグルテン15%以上存在下で効果を発揮す

ることが明らかになりました(図1)。また、小麦タンパ

クの体積増加に及ぼす影響は、小麦タンパク総量(グル

テン＋グリアジン)が25%で最大となり、それ以上の添

加では、25%添加した場合の体積と顕著な差は認めら

れませんでした。更に、グリアジン添加効果について検

討したところ、グルテン20%＜グルテン15%＋グリア

ジン5%となったことから、グルテンは最大15％までの

添加でそれ以上の小麦タンパクを添加する場合は、グリ

アジンを併用した方が効果的であることが示唆されまし

た。�

図1　36℃における小麦タンパク添加量と体積の関係�
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　2) 発酵条件�
　発酵温度が高いほどパン体積は大きくなる傾向にあり

ました(図2)。発酵温度39℃以上では一定の体積増加は

確認できるものの、36℃ほど顕著な増加は認められま

せんでした。また、米粉の生地がグルテン骨格を長時間

維持できないことから、発酵時間50分以降はすべての

温度で体積の減少が認められました。�
　よって、発酵条件として発酵時間は米粉がグルテン骨

格を維持できる最長時間である40分、発酵温度は36℃

が適当であると考えられました。�
�

　しかしながら、上記の条件ではパンの膨らみが十分で

はないため、発酵速度の増大が期待できる糖およびイー

ストを増量することにより、より体積が大きくなる条件

を検討しました。その結果、糖およびイースト添加量が

多いほどパンの体積は大きくなり、40分間の発酵によ

りパン体積を十分に増加させるためには、イースト4%

＋糖10%の添加が適当であることが明らかになりまし

た(図3)。�
�

　3) ミキシング条件�
　米粉中では粉末グルテンからグルテン骨格を形成する

のに時間を要するためミキシングを長めに行い、形成後

は崩壊しやすいため、ミキシング後は短時間で製造を完

了するようにします。また、発酵時間が短く発酵中、生

地の温度上昇が見込めないことから、捏上温度を高めの

32℃に設定します。�
　これらを総合して、一般的な食パンの配合をベースに

米粉パンの製造工程を確立しました(図4)。�
�

3. 九州米粉食品普及推進協議会大分部会の設立�
　米粉利用食品について関心のある生産者団体、食品産

業事業者、消費者団体や行政・食品関係試験研究機関等

を中心として九州米粉食品普及推進協議会大分部会が平

成17年10月６日に設立されました。本部会では、新規

商品開発に関する調査協力や相互支援などを行うととも

に、情報提供等の普及推進活動を行っていく予定です。

入会希望や興味・関心のある方は御気軽に問い合わせ下

さい。�
�
＜問い合わせ先＞�
九州農政局　大分農政事務所　食糧部消費流通課�
　　　　　　　　　TEL　097-532-6133�
　　　　　　　　　FAX　097-532-2276�

(食品産業部　佐藤裕一　sato-yuichi2@pref.oita.lg.jp)

図2　発酵時間・温度と体積の関係�

図4　ストレート法による米粉パンの製造工程�

図3　糖およびイースト添加量と体積の関係�
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1. はじめに�
　パソコン用の記憶装置は、急速に大容量化が進んでいま

す。特にハードディスクドライブは、数10ギガバイトか
ら数100ギガバイトの巨大な容量の製品が普及しています。
利用者はパソコン上でワープロ文書や表計算文書、データ

ファイルなど多様なファイルを作成しますが、このように

大容量化が進むと、一般の文書ファイルは、ほぼ無尽蔵に

格納できてしまいます。そのため、�
�
�
�
�
�
�
�
といった状況になりがちです。必要とするファイルがなか

なか見つからない場面が増えてきました。�
�
2. 従来の技術と問題点�
　ファイルを探し出すために、WindowsなどのOSには、
ファイル検索ツールが付属しています。これらのツールは、

基本的にファイル名をカギとして検索を行います。しかし、

ファイルが増えてくると、似たようなファイル名も多くな

り、単純な名称のみでは、満足な検索結果が得られにくい

ことがあります。�
　そこで、あらかじめ文書の中身をインデックス化し、ハー

ドディスク全体を網羅的に検索するというツールも登場し

ています。あらかじめ、格納されている文書ファイルの内

容を読み取り、キーワードを抽出してインデックスを構築

します。そのインデックスを用いて、キーワード検索を行

うツールです。�
　しかし、いずれのツールもキーワードをカギにしている

ため、適切なキーワードを与えないと、よい検索結果が得

られません。汎用的な言葉をカギにして検索すると、目的

外の結果が多く表示されてしまいます。�
　そもそも、従来のファイル検察ツールは、ファイル同士

の関連性には着目していません。利用者がファイルを探す

場合、注目しているファイルに対して、�
�
�
�
�
�
などと、思う場面はよくあります。しかし、具体的なファ

イル名やキーワードを思い出せなければ、検索ツールでの

発見は困難です。�
�
3. 解決のアプローチ�
　利用者が行うファイル検索は、２つのタイプに分類でき

ます。キーワード型と関連型です。�

�
�
�
�
�
　従来、関連型の検索をサポートするツールは、ほとんど

ありませんでした。本技術は、OSがファイルに付与され
るタイムスタンプを活用し、ファイル相互間の関連性を算

出することにより、関連型の検索手段を提供します。この

技術を用いることによって、利用者が注目しているファイ

ルに対して、関連性が高いと思われるファイルを画面上に

提示するシステムが可能になります。�
�
4. 本技術の仕組み�
　ファイル間の関連性を手動で入力することは、現実的で

はありません。そこで、OSがファイルに付与しているタ
イムスタンプに着目しました。一般に、OSはファイルに
対して、３種類のタイムスタンプ、作成日時・アクセス日

時・更新日時を自動的に付与しています。�
　WindowsなどのOSでは、画面上に複数のウィンドウを
開いて編集することは、よくあります。短い時間間隔で操

作を行ったファイル群は、同一の目的で編集されたファイ

ル群と考えることができます。ファイルAとファイルBの
利用時刻が10秒しか離れていない場合、同一目的の作業
で使用した可能性が高いでしょう。この間隔が短いほど、

その可能性は高いと判断できます。逆に、数10日以上も
離れている場合は、関連性は低いと判断できるかもしれま

せん。�
　しかし、ファイル間の関連性を判断する材料として、

OSが記録している３個のタイムスタンプだけでは不十分
です。そこで、本技術では、以下の工夫を行いました。�
�
　① タイムスタンプを蓄積する�
　１つのファイルに対して、作成日時は作成した時点の１

つしかありません。しかし、アクセス日時と更新日時は、

それらの操作があるたびに更新されます。一般に、利用者

は、作成した文書ファイル等に対して、編集やアクセスを

繰り返しますが、OSには最新のタイムスタンプしか残り
ません。過去に行われた操作に対するタイムスタンプ情報

は、失われてしまいます。そこで、アクセスや更新の操作

を監視し、発生するたびにタイムスタンプをデータベース

として蓄積する処理を導入しました。�
　図1に、１つのファイルに対して、複数のタイムスタン
プが蓄積されたイメージ例を示します。OSは３個のスタ
ンプしか保有していませんが、この例の場合、６個のスタ

ンプが記録されています。蓄積されたタイムスタンプが多

いほど、分析対象となる時間距離の組み合わせが増えます。

10個ずつタイムスタンプが蓄積されたファイル間の場合、
分析対象となる時間距離の組み合わせは、100パターン
になります。�

パソコン用ファイル関連性分析プログラムの開発�成果�
紹介�

●空き容量の確保のため、不要ファイルを削除するこ
とが少なくなる��

●把握できないほど多数のファイルが蓄積されてしまう��
●フォルダを用いた分類も困難になり、個人が管理で
きるファイル数を超えてしまう�

●このファイルを作成した時に、参考にしたファイル
を見つけたい��
●このファイルを開いて作業していた時に、使用した
ファイルを見つけたい�

●キーワード型：「ファイル名や文中に、＊＊＊が含
まれているファイルを探したい」など��

●関連型：「このファイルに関連性があるファイルを
探したい」など�
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　時間距離の組み合わせイメージを図2に示します。ファ
イルA、B、C間に、多くの組み合わせがあることが分か
ります。これらの時間距離に対して統計的な処理を加える

ことにより、関連性の判断の精度を高めることが可能にな

ります。�
�

　具体的な時間距離の数値イメージを、図3の表に示しま
す。３つのファイル、A、B、Cについて、単純な時間距
離を算出した場合です。最後の列に、時間距離を秒単位で

示しています。実際には、この数値に対して統計的な処理

を行い、ファイル間の関連性を決定します。�
　利用者によっては、「更新作業が中心のため、更新日時

を重視して関連性を判断したい」などの作業特性があるか

もしれません。この作業特性を統計処理の際、重み付けと

して反映できる処理も組み込んでいます。�
�
　② コピー・ペースト操作も記録�
　ファイル作成の作業において、コピー・ペースト操作も

よく行われます。他のファイルの一部や全部をコピーして、

新しいファイルに貼り付ける操作です。この場合、コピー

元とコピー先には、当然、高い関連性があると考えられま

す。このコピー・ペーストの操作情報もリアルタイムに収

集し、蓄積を行います。そのデータとタイムスタンプ分析

を、併用して関連性を算出する仕組みも導入しました。複

合的に算出することにより、より妥当な関連性の判断が得

られると考えています。�

　これらプログラムによって得られた情報に基づき、利用

者が注目しているファイルに対して、関連性の高いファイ

ルを画面上に表示するシステムの開発を目指しています。�

　図4は、本システム全体の概要図です。図5は、関連ファ

イルの表示例です。注目しているファイル（この図の場合、

H17予算書.xls）の周囲に、そのファイルと関連性が高い

と判断されたファイルが表示されています。それらのファ

イルを開くことにより、参考にしていたデータや、作業に

用いた図表などを得ることができます。�

　関連性があるとされたファイルから、さらに次の関連ファ

イルを表示させることも容易です。このように数珠つなぎ

的にファイルを表示させることにより、ファイルの検索性

がさらに向上すると考えています。�

�

5. 今後の展開�
　本技術の内容は、特許出願をしています。現在、県内企

業である株式会社ザイナスに対して実施許諾を行い、製品

化の準備を進めています。同社はこの技術をもとにして、

パソコン用ファイル管理ソフトウエアとしてネット販売す

る方向です。�

　また、ブックマーク管理やWeb閲覧履歴など、データ

が多く管理に手間取る分野への応用も検討しています。�

　Windowsは、米国マイクロソフト社の米国及びその他の国における登録商標です。�

（情報産業部　幸嘉平太　ka-yuki@oita- ri.go.jp）�

図1　複数のタイムスタンプ蓄積の例�

図2　時間距離の算出イメージ�

図3　時間距離の算出例�

図4　本技術の基本的な構成�

図5　利用画面イメージ�
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　大分県LSIクラスター形成推進会議は、県内半導体産業の
振興を図るため、その推進機関として本年４月に設立され

ました。11月１日現在、県内を中心とする59企業と11の
教育機関・官公庁が会員です。８月25日には、クラスター
の形成に向けた取り組みの周知と、産学官の人的ネットワー

クの拡大を目的に「大分県LSIクラスター形成推進会議設立
記念フォーラム」を開催しました。総勢200名を超える多
くの参加者で賑わいました。�
　フォーラムではまず、事業推進の基幹をなす「おおいた

LSIクラスター構想」について、当会議の構想策定委員長で
ある九州工業大学浅野種正教授と事務局から説明しました。

本構想は、研究開発、人材育成、情報提供・販路開拓の３

つの機能で構成、特に研究開発においては、課題を要素技

術に分解し、学の知見を最大限に活用する産学官連携体制

が特徴です。�
　基調講演では、東京大学大規模集積システム設計教育研

究センター長浅田邦博教授から「LSIの技術動向と設計・評
価技術」と題し、LSI設計技術の視点から検査・検証技術の
重要性についての詳解がありました。また、当会議への期

待として、人材・技術の育成と、県内外ネットワークを活

用した継続的発展を挙げられました。�

　続く特別講演では、日本テキサス・インスツルメンツ（株）

日出工場長飯坂協一氏から「激化する半導体競争を生き抜

く知恵と実践力～グローバルの視点、地場の視点～」と題

して、自社の事業戦略と半導体技術の動向についての解説

があり、県内地場企業には高い技術力と提案型企業への発

展を期待するとの提言がありました。�
　当会議では引き続き、半導体関連企業に有益な取り組み

を推進したいと考えております。会議への入会希望や具体

的に取り組みたい活動などございましたら、事務局（097-
596-7179）まで連絡、ご提案をお願いします。�

（生産技術部　沓
くつ

掛
かけ

暁史　kutukake@oita-ri.go.jp）�

事 業 紹 介  ＆  事 業 報 告 �

設立記念フォーラムの開催�
大分県LSIクラスター形成推進会議�

大分県グッドデザイン開発事業・新商品開発研修会の開催　8/4　10/18事業�
報告�

　当センターでは、平成10年度より県内中小製造業の方々
にデザインを経営資源の一環として認識していただき、商

品開発の有効な工程を自社に構築していくことを目的とし

た事業を実施してきました。特に本年度は、新商品のプラ

ンニングや販路開拓を模索している企業の経営者やそれら

を支援するデザイナーを対象とした研修会を大分県デザイ

ン協会の協力により２回開催しました。�
　第１回研修会は、「商品開発のすすめ方／３×４商品開発

プログラム」をテーマとして、グッドデザイン選定審査委

員でデザインコンサルタントの（株）クルー代表、馬場　了（ば

ばさとる）氏を招へいして開催しました。�
　研修会には、中小製造業の方々をはじめ、デザイナーの

方が熱心に聴講され、積極的な質疑応答がありました。商

品開発のポイントは、買う側の立場に立った考え方を継続

して持つ事であり、企業の一貫した方針が必要だとお話さ

れました。また、商品開発におけるデザインの重要性を指

摘し、企業とデザイナーとの関わりについて説明いただき

ました。�
　第２回研修会は、東北芸術工科大学教授でプロダクトデ

ザイナーの渡辺有一氏を招へいして開催しました。テーマ

を「事例に学ぶ参加型商品企画の留意点」として、商品開

発の方向性や市場での位置づけを絞り込んでいくマーケッ

トマップという手法を講演していただきました。�
　また、両講師には研修会終了後、実際に商品開発を行っ

ている研究会への指導を行っていただき、各研究会のテー

マにそったアイディアの出し方と収束方法により実践的な

指導を受ける事ができました。�
　当センターでは、商品の開発工程や販路開拓に関する支

援事業を行っておりますので、お問い合わせ下さい。�
（情報産業部　吉岡誠司　yosioka@oita-ri.go.jp）�
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事業�
報告� 2005全国少年少女発明クラブ創作展の開催�
　当センター内にあります社団法人発明協会大分県支部は、

皆様方のご支援によりまして、今年で設立70周年を迎え

ることができました。そこで、設立70周年記念特別事業

として、発明協会総裁である常陸宮殿下と妃殿下をお迎え

して、日田市で2005全国少年少女発明クラブ創作展及び

平成17年度九州地方発明表彰式を開催しました。�
　日田市での行事に先立ち、11月６日に当センターで県

内少年少女発明クラブの交流活動が行われ、常陸宮ご夫妻

がご視察されました。子どもたちはグループに分かれて５

種類の工作を行い、ご夫妻は各グループをゆっくり見て回

られて子どもたちに声をかけておられました。�
　７日には、日田市のマリエールオークパインにおいて、

平成17年度九州地方発明表彰式を開催し、優れた発明に

功績のあった九州各県の技術者の方々を表彰しました。�
　また、８日は日田玖珠地域産業振興センターで、九州で

初の開催となる2005全国少年少女発明クラブ創作展の開

場式が行われました。常陸宮ご夫妻は、入口でテープカッ

トをされた後、全国の少年少女発明クラブが創意工夫して

製作した97の作品をじっくりご覧になりました。�
　開場式には、地元日田市咸宜小学校５年生約100人が

参列し、創作展を見学しました。子どもたちにはとても良

い経験となったことと思います。�
（技術支援部　松本昌浩　matsumoto@oita-ri.go.jp）�

　本年４月に施行された「中小企業新事業活動促進法」に

基づき、九州経済産業局が認定する「異分野連携新事業分

野開拓計画（略称：新連携計画）」に、７月15日、日田市

の(株)トライウッドをコア企業とする産学官連携体の事業

テーマ｢未利用木質系資源の粒子化による新規建材の開発・

販売｣が、認定されました。�
　この新連携計画は、地域の中小企業等がそれぞれの「強

み」を持ち寄って新事業への取り組みを加速させる連携体

の事業計画を(独)中小企業基盤整備機構九州支部の支援等

も得ながら加速させるものです。�
　大分県下の連携企業体としては、初の計画認定となった

この事業は、コア企業以外に(有)紅屋、(株)エクセム、日

田木材(協)、(協)日田家具工業会、九州大学、日田市森林

組合とともに、当センター日田産業工芸試験所も参画して

取り組むもので、従来の木質素材では提供されていない多

様なデザインと機能をもつ「木質系新規建材製品」（面塗材・

木質プラスチック等）の製造と販売が目標です。現在、当

センターも積極的な技術協力を行いながら、「新連携対策

事業（事業化・市場化支援事業補助金）」などを活用し、機

械等の改良･開発・試作機の製作及び各種試験及び成型技

術の開発を行なっています。�
（日田産業工芸試験所　小谷公人　kotani@oita-ri.go.jp）�

初の新連携計画認定事業に技術協力�

ニュース�

少年少女発明クラブ交流活動のご視察�

平成17年度九州地方発明表彰式�

2005全国少年少女発明クラブ創作展見学風景�
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知能化CAMによるポケット形状加工の合理化�
　エスティーケーテクノロジー（株）（大分市）が、九州経済

産業局より平成17年度中小企業技術革新成果事業化促進事
業の補助金の交付を受け、大分県産業科学技術センターと

共同で新しい切削加工法について共同研究を行います。�
　機械加工では、被削材にポケット形状（凹部）の加工をほ

どこす場合が多くあります。しかし近年では加工物に難削

材が増加し、形状も深穴など加工の難しいものが増えてい

ます。これにエンドミル工具による切削加工法を用いると、

工具折損や工具寿命の短縮が起こるため、多くの場合は加

工時間の長い放電加工に頼るほかなく合理化の隘路となっ

ていました。　�
　当センターでは、これまでエンドミル工具の切削抵抗に

ついて研究を進め、新型の工具パスにより工具折損を防ぎ

工具寿命を延ばすことに成功しています。�
　今回はこれを発展させ、任意のポケット形状・小径コー

ナ部の加工・深穴加工への対応が可能となるような高効率

切削加工法（知能化ＣＡＭ）を開発することが目的です。�
（生産技術部　大塚裕俊　ootuka@oita-ri.go.jp）�

地域新生コンソーシアム研究開発事業に採択�
難燃性マグネシウム合金の高機能組織制御と鉄道車両用部材の開発�

　CO2排出量削減策の一つとして、省エネルギー化を目的

とした自動車や鉄道車両等の軽量化が求められています。

現在、鉄道車両は比重の軽いアルミニウム合金が多用され

ています。より軽い比重のマグネシウム合金は、燃えやす

いという性質から採用は見送られていました。�
　そこで、（独）産業技術総合研究所が開発し、（社）日本鉄

道車両機械技術協会が不燃材として認定した難燃性マグネ

シウム合金の総合的な生産技術を確立することによって、

鉄道車両材料への展開を目指した研究プロジェクトを、九

州大学を中心とする県内外９機関からなる研究グループが、

経済産業省平成17年度公募事業へ提案し、採択されました。�
　当センターは、木本機器工業（株）（大分市）と共に鋳造部

材の低コスト製造技術の確立に取り組みます。�
（生産技術部　園田正樹　m-sonoda@oita-ri.go.jp）�

『特許流通フェア2005 in 九州』への出展�

『ニューアース2005』への出展�
　2005年10月26日（水）～10月29日（土）の４日間、インテックス
大阪にて、標記展示会が開催されました。本展示会は『国際環境総

合フェア』と位置付けており、15の国と地域から256の企業、団体、
自治体が出展しました。大分県からは、県内企業、大学等との共同

研究で開発した、①竹製接合具、②スギ樹皮製油吸着材、③面塗り材・

木粒子ブロックを出展しました。来場者との意見交換を通じて、開

発品に対する関心の高さを確認することができました。�
（日田産業工芸試験所　古曳博也　kohiki@oita-ri.go.jp）�

　去る10月26日（水）～28日（金）に北九州市の西日本総合展示場新館で開催された
特許庁・九州経済産業局主催の「特許流通フェア2005 in 九州」に、当センターが
所有する竹材表皮の改質処理技術（特許）、竹粒等の製造技術（特許出願中）、木製幼

稚園家具（意匠）の未利用産業財産権３件を出展しました。�
　この３件について簡単に説明しますと、竹材表皮の改質処理技術は、接着剤や塗

料が付着しにくい竹表皮のワックス分を紫外線照射によって除去することによって

付着性を改善するものです。また、竹粒等の製造技術は、天然系ブラスト材料等に

利用できる角張った硬い竹粒を効率よく製造する技術です。そして木製幼稚園家具は、

子供が使いやすいデザインに仕上げた幼稚園や保育所等で使用する木製イスです。�
　会場では説明パネルと成果品を展示し、開発担当者が来場者への説明と意見交換

を行いました。�
　なお、これら以外にも当センターで研究開発した成果や産業財産権が数多くあり、

ホームページ上でも公開して技術移転や事業化を図っていますので、関心のある方は、

ご遠慮なくお問い合わせください。�
（企画管理部　谷口秀樹　taniguchi@oita-ri.go.jp）�
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明日に活きる『竹のデザインコンペ』入賞作品�

　去る11月17日（木）
～18日（金）に別府コ
ンベンションビュー

ローにおいて第46回
全国竹の大会が開かれ

ました。年に一度の大

会で、大分県での開催

は17年ぶりです。北
は北海道から南は鹿児

島県までの全国の竹の

関係者が一堂に集まり

ました。各種分野の功

労者を表彰する式典な

どの他、記念講演会や

「竹材・竹製品部会」

「たけのこ部会」「竹炭・

竹粉部会」の３つに分

かれパネラーと共に研究する分

科会、また、ヤンガーフォーラ

ムと称する若手後継者による自

由な意見交換会など多彩な行事

が行われました。�
　その中で今年の春から私たち

が事務局として公募などの準備

をしてきた「竹のデザインコン

ペ2005」の入賞作品も展示され、
多くの来場者の注目を集めまし

た。このコンペティションは毎

年、盛大に開かれる大会を関係

者だけのイベントでなく、竹に

関心を持つ人たちにも門戸を開

いていこう、そして、竹の活用を自由な発想で提案しても

らって明日の商品化につなげようと５年前から開いている

ものです。募集内容は「製品の部」と「デザイン計画の部」

に分かれており、今年

の応募は２部門あわせ

て62の作品が集まり
ました。�
　グランプリと準グラ

ンプリ、そして、奨励

賞３点を選ぶ審査会は、

大分県立芸術文化短期

大学の澤田佳孝教授や

建築家の塩塚隆生氏な

ど６名の専門家で審査

を行いました。グラン

プリに選ばれたのは、

大分市の廣瀬慶子さん

の「ペンダントライ

ト」で、審査委員長の

講評では、「照明器具

のデザインのポイントは、いか

に美しい光を創り出す装置たり

得るかという点にある。この作

品は、竹の持つ特性を編組とい

うかたちで生かし、木漏れ日の

ような柔らかで変化のある光を

創り出している。」との高い評

価でした。�
　準グランプリは別府市の森脇

けい子さんの「たまごばこ」が

選ばれ、「編組の技と形がうま

く調和している。」と評価を受

けました。共に県内の若い竹編

組技術者が受賞し、別府竹工芸

の技術レベルの高さを示すうれしい結果となりました。�
入賞作品が明日に活きることを期待しています。�
（竹工芸センター　豊田修身　toyoda＠oita-ri.go.jp）�

グランプリ 「ペンダントライト」　廣瀬慶子作（大分市）�

奨励賞　大型フロアースタンド�
川端辰雄作（滋賀県）�

奨励賞　キリムバッグ　　君山和高作（別府市）�

奨励賞　竹林の檎(デザイン計画の部)�
太刀川英輔作（東京都）�

準グランプリ 「たまごばこ」　森脇けい子作（別府市）�


